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間6 次の I～ Ⅲの文章の|   |の部分に入る最も―適切な語句,記号又は数値を,それぞれの解答群から
1つだけ選べ。

I 我々は放射性同位元素を取り扱わなくても自然放射線により常に被ばくしてぃる。自然放射線によ
る被ばくには,宇宙線によるものとE2ヨコ核種からのものの2つがある。さらに,  A 核種
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宅1核種どその子孫核種,|千び宇宙線が大気に当たって生成

宇宙線は外部被ばくの原因とな―る。また,大地のE亜亘コ骸種からも外部被ばくを受ける。世界平
均では,自然放射線による被ばくで最も寄1与が大きいのはラドン及びその子孫核種の吸入による内部
被ばくである。           | ‐
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あるが,被ばくに占める割合はごく―わずかで

これらすべての自然放射線による被ぼくは,世界平均では年間E:司
日

msV弔度になる。
<A～ Cの解答群>
1 人工放射性 2 天然放射性 3 原始放射性 4 宇宙線生成

<D,Eの解答群>          :・ . ‐

1 3H   2  “C   3 22NTa   4 ↑K   5 45ca
くFの解答群>

1  0.1    2  0.5    3  1    4  2    5  5    6  10    7  20    8  50

Ⅱ 内部被 ば くの管理 においては,摂取 した放射能 (単位 :Bq)に E=璽撃
を乗ず ることによ り

E亜ヨコ
を求める。摂取した放射能を被検者の測定から求めるには,体外計測法やバイオアッセイ法

などがある。体外計測法は取 り込まれた核種から放出される放射線を直接測定する方法で,測定には

核種が対象になる。測定時における体内放射能の評

イオアツセイ法は,被検者の尿,便などの放射能を

ものである。すべての核種が測定対象になるが,特
芳合は,バイォアッセィ法が適 している。ただし,

尿
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この場合も,E]珂
口

などのパラメータが必ずしも個人の実際の値と一致しているわけではなく,ま

た空気中放射能濃度と摂取量の関係が一様ではないので,摂取量の評価精度は高くない。

<G,Hの解答群>
1 線吸収係数  2 組織加重係数  3 質量吸収係数  4 実効線量係数

5 照射線量  6 吸収線量  7 等価線量  8 預託実効線量

<I～ Nの解答群>
1 液体シンテレーションカウンタ  2 す―ルボディカウンタ  3 エリアモニタ

4 電離箱  5 αtt  6 β線  7)ノ 線  8 高い  9 低い  lo 呼吸率

11 突然変異率  12・ 発がん率  13 排泄率



Ⅲ 摂取した放射性物質は,体内にとどまっている限り被ばくの原因となるので,排泄などによってそ
れが体外に出るまでの体内動態を知ることが大切である。内部被ばく線量の評価には,放射性核種で
決まっている物理的半減期と摂取された放射性物質が体外に排出されるまでの時間を反映する生物学
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瞑取をなるべ く少なくするとともに,万一摂取して
しまった場合,体内からすばやく排除するための手段を講じることが重要である。放射性ヨウ素に対
しては,薬剤として安定ヨウ素剤を予防的あるいは摂取後すみやかに投与すると効果が認められてい
る。

‐
セィウムは,E玉ヨ譴と化学的性質が類似しており,経口摂取すると消イヒ管から吸収されて全身
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の吸収を阻害する。

<0～Rの解答群>
1  1日    2  4日    `3  7日     4  8日    5  50日    6  100日    7  160日
8 1年   9 5年   lo lo年  11.30年

<S,Tの解答群>
l BDTA  2 DlPA  3 プルシアンブルー1  4:・ アルギン酸ナ トリウム

5 カルシウム  6 カリウム  7 アル ミニウム  8 亜鉛   9 鉄


